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保護者配付 202２年２月２５日

2月１５日の生徒総会、2月25日の生徒会引継式が行われ、生徒会活動も2年生、1年生に
バトンタッチされました。いよいよ3年生は、3月７日が卒業式です。先日、3年生を対象に3年間
を振り返るアンケートに協力してもらいました。項目は、中学校生活で「印象に残る楽しかった
こと」、「悔しかったこと」、「努力したこと」、「自分が3年間で成長したところ」、「これからも残
したい伝統（引き継いでいってほしい伝統）」です。それらを以下にまとめてみました。

一番印象に残る楽しかったこと 一番悔しかったこと 一番努力したこと

①修学旅行（３５） ①部活動関係（３４） ①部活動（３８）
②体育祭（３５） ②学習関係（２０） ②学習関係（３４）
〈その他〉昼休み、日常生活、部活、決め 〈その他〉体育祭(19)、合唱コンクール、 〈その他〉生徒会（学年委員会含

られないくらい毎日充実 など コロナ禍で計画通りにいかなかったなど む）、学校行事 など

自分が３年間で成長したところ これからも残したい伝統

①相手の気持ちを考える、礼儀(２６) ①あいさつ（５３）
②あきらめない心（１３） ②文武両道（１１）
〈その他〉勉強に対する姿勢、コミュニケ 〈その他〉学校行事、生徒会活動、校

ーション力、リーダー性、計画性、体 など 歌、激励会 など

3年生の皆さんや3学年の先生方が今回のアンケートに丁寧に回答してくれたことに感謝し
ます。アンケートをみながら3年生の皆さんの中学校3年間の成長を感じ取ることができました。
また、それぞれの理由に「そんな風に考えていたのか」、「なるほど」など皆さんの気持ちを知
り、嬉しく思いました。私が感じたことをお伝えします。

〈一番印象に残る楽しかったこと〉
体育祭に集中するだろうという予想でした。しかし、コロナ禍で何度も計画が変更された修学旅行が

体育祭と同数でした。中学生にとって、修学旅行が心に残る学校行事だと再確認しました。また、昼休
みや日常の友達との何気ない語らいという心温まるものもありました。

〈一番悔しかったこと、一番努力したこと〉
部活動関係や学習関係、学校行事で約80%をしめました。それらに共通していることは、目標に向

かって努力したこと、目標の達成が叶わなかったということでした。６月の上越地区大会激励会では、
「勝って奢（おご）らず、負けて腐（くさ）らず」という話をしました。敗戦や失敗、思い通りにならなかった
悔しさから学ぶことは多いです。毎日の生活の中で全て自分の思い通りにいったという生徒は少
ないと思います。多かれ少なかれ「失敗・挫折・後悔」があったことと思います。大切なこと
は、「失敗・挫折・後悔」をそのままにしないということです。「失敗・挫折・後悔」という
切なさから「よしっ！」と立ち上がり、次に向けて対策を考え、実行できる強さを身に付けて
ほしいです。その強さこそが成功につながるエネルギーになります。これからも、どんどん挑
戦して、失敗しても失敗しても（挑戦の数だけ失敗の数も増えます。）くじけずにやり直し続
ける強い心を身に付けてほしいです。
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それぞれ選んだ理由がありまし
たが、ここでは省略させていただ
きました。（ ）内の数字は生徒数
です。



〈自分が３年間で成長したところ〉
一人一人が３年間の成長をしっかり自己分析できているところが素晴らしいと思いました。学年が上

がるにつれ、相手や周囲のことを考えられるようになったという生徒が多かったです。また、様々な経験
をとおしてあきらめない心の大切さを実感したことやリーダー性が身に付いたこと、物事の視点、考え方
が広がるにつれ、責任感も増したというコメントもありました。さらに、計画されたことの制約や変更に対
して臨機応変に対応する力や準備する力が身に付いたというコメントもありました。

〈これからも残したい伝統〉
「あいさつ」「文武両道」「学校行事」を３年生は挙げました。これらは、おそらく３年生も入学時から

鏡中の伝統として引き継がれてきたことだと思います。生徒会、３年生を中心として全校でしっかりと伝
統を守り、さらに磨きをかけてくれたのではと感じています。「あいさつはどの場面でも必要、一人の人と
してあいさつを大事にしてほしい」とコメントしてくれた生徒もいました。「伝統」は、生徒会が中心となっ
て一年一年積み上げてきた歴史そのものです。来年度も１、２年生が必ず引き継いでくれると思います。
今回のアンケートをまとめながら感じたことは、コロナ禍で教育活動の停止や様々な変更や制約が

あった中でも、楽しかったこと、悔しかったこと、つらかったことなどをたくさん経験してきた３年生であり、
決して平凡な毎日を過ごしてきたわけではなかったということです。
いよいよ3年生は、卒業式を迎えます。当日は、3年間の成長を凜とした姿で保護者に披露してくださ

い。そして、感動できる卒業式になればと願っています。
（文責 庭山）
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